
フリースクール

通信制高校

「小学生・中学生の学習支援」

「3年間で高校卒業資格」

就労支援
「社会で生きづらい

青年たちを支えています。」

1本のドリンクから
つながる子ども達への支援

NPO法人ゆずりは学園は、田原市、豊橋市、豊川市
を中心に、不登校・ひきこもりの子ども・青年への自
立支援、家族支援、「居場所」作りを行っています。

この自販機で得た収益の一部は、ゆずりは学園を通
じて、在籍する生徒たちの為に使われます。
この「ゆずりは学園活動支援型自販機」が設置されることで、自分の居場所が
ないと感じている子どもたち、およびそのご家族の目に留まり、本校と支援の
糸が繋がること、また地域の方々がこの自販機から一部寄付という形で、子ど
も達の支援に少しでも関わっていただけたら嬉しいです。

「ゆずりは学園活動支援型自販機「ゆずりは学園活動支援型自販機」
自販機からつながる支援の輪



『ゆずりは学園活動支援型飲料自販
機』は企業のCSR対応型自販機として
の側面を持ちます。CSRとは、法令の
遵守や収益を上げ配当を維持するこ
とだけでなく、人権に配慮した雇用、
消費者への対応、環境問題への配慮、
地域社会への貢献など、企業として果
たすべき責任を
意味しており、
CSR対応型自販
機が人的制限や
コストを抑えた
手法として注目さ
れています。

学校に居場所がない子ども達へ教育の機会を作る活動に支援を

ゆずりは学園活動支援型飲料自販機

（小学生～大学生、青年までの継続的支援）

①愛知県田原市、豊橋市、豊川市を中心とした東三河地域、愛知県内に
おいて社会復帰を目標とし、不登校、ひきこもり、ニート、発達障害等
の小学校から青年までの社会復帰への支援活動を行っている。

②継続的な支援を行うことで、対人関係の苦手な子どもたちや家族の
負担の軽減を図っている。

③支援対象者以外の、家族、職場への発達障害等の理解を進めること
で、発達障害の理解、対応方法を知ることにより、社会復帰に向けて
子どもたちを支援している。

④小学生から高校生までの時間をゆずりは学園で過ごす子どももい
る。社会との交流は大きな意味合いを持つため、15年前からは、大学
生、社会人から成る全国ボランティアNICEに協力要請をして、子ども
達との交流を年に6回持ち、学園祭、海岸清掃などのボランティア体
験を通して、子ども達に寄り添ってもらっている

・不登校学習支援
・ニート、ひきこもり青年の就労支援
・フリースクールの教材費、活動費用
・貧困児童への学習支援（学費補助）

対人関係や発達障害など、様々な理由で学校に行けない子ども達
の学習支援、コミュニケーションの交流の機会、進学支援を行いま
す。フリースクールの学費が払えない子ども達の経済的負担の軽減
を図ることでひきこもりへの連鎖を防ぐ。

個別学習指導、多世代の交流、ボランティア活動への参加、在籍小
中学校との連携、教育委員会との連携など

コミュニケーションが苦手で働くことができない青年達の就労支援
活動を行います。元々不登校であった生徒も多く、すぐに就職が難
しい場合に働く練習から始めます。発達障害への理解を企業の経
営者や従業員にも伝え、働きやすい環境を作る活動も進めます。

発達障害の講演会、発達障害親の会（相談会）、就労支援、企業訪問、
インターンシップ

地域の中で活用していただくことで、支援を必要としている本人、
ご家族、友人、ご近所の方の目に留まり、ゆずりは学園と支援の糸
が結びつくのを期待しています。また、地域の多くの人々にも、この
自販機から一部寄付という形で、学校や社会に居場所がない人の
ための支援に少しでも関わっていただけたら嬉しいです。

支援型自販機を設置することで

ニート、ひきこもり青年の就労支援

フリースクール（小中学生不登校）支援

ゆずりは学園活動支援の流れ

ゆずりは学園活動支援型自販機は、
商品購入様より1本10円（税込）を募
金としてお預かりし、NPO法人ゆずり
は学園に在籍する生徒のために活用
されます。自販機は設置配線を含め（
株）サン・カンパニー（管理業者）が無
償で提供し、商品管理から釣り銭管
理、空缶の回収など全てを行います。
設置店様には設置場所の提供と電気
代のご負担をお願いし、契約に基づ
いた手数料が支払われます。

ゆずりは学園
支
援
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ゆずりは学園の活動の特徴

寄付金
使途

社会貢献型自販機の企画・運用

★田原校   ★豊橋会場   ★豊川稲荷校
フリースクールは3ヶ所で開校


